
大久野島の毒ガス工場遺跡が語る戦争の被害と加害
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三軒家毒ガス工場地帯
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日本陸軍の化学兵器製造の始まり

１９１７年１０月 陸軍軍医学校に毒瓦斯研究室を新設
１９１８年 ５月 陸軍省に「臨時毒瓦斯調査委員会」を設置
１９１９年 ４月 陸軍技術本部に陸軍科学研究所を設置
１９２２年 陸軍科学研究所に化学兵器研究室を設置

陸軍科学研究所跡
（東京都新宿区百人町）

陸軍軍医学校跡

現在の国立感染症
研究所のあたり）
※1929年移転後

1917年当時の陸軍
軍医学校

（靖国神社に隣接
した区域）

※動画から修正しています



新宿から大久野島に陸軍の毒ガス工場が移転して来た
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大久野島で製造された毒剤と化学兵器
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• 中間原材料が民間会社で生産さ
れ、大久野島の工場で反応させ
て毒ガスにする方式が取られた。
三井・三菱・住友など財閥系列の
化学関連会社が軍の毒ガス生産
を支えていた。

• 宮崎県高千穂町土呂久鉱山（富
士重工系列会社）や島根県津和
野笹が谷鉱山（日本鉱業・・現
ジャパンエナジー）で産出される
亜ヒ酸が納入され、ルイサイト・く
しゃみ性ガスの製造に使われた。

• 京都高山化学陶磁器ＫＫから土
管や蛇管が納入された。

• 南海曹達高知工場は仏式イペ
リットに製造材料として不可欠な
四塩化炭素の製造を一手に引き

受けていた。

大久野島には全国から毒ガスの原料や中間製品が持ち込まれた



化学兵器の研究に大学の学者が動員された

敗戦直後の
大久野島化学兵器研究室跡の建物

現在も残っている
化学兵器研究室跡の建物

 新宿の第六陸軍技術研究所から大久野島に研究員が派遣されていた



大久野島毒ガス製造作業は大変危険な作業だった

ルイサイト製造工室 イペリット製造工室 防毒服

○毒ガス剤の製造は２４時間体制で行われた。
毒剤製造工員は１３時間労働・昼夜の交代制で働いた。

○イペリットなど猛毒ガスの製造は全身ゴムの防護服を
着て作業を行った。

○毒ガス傷害が重くなると医務解雇された。



大久野島毒ガス工場に動員された人々・・約６，６００人

一般民間人の動員

☆１９３８年女性が奉仕隊として動員された
☆１９４０年技能者養成所創設製造工員の養成
☆１９４１年徴用令：青年が動員された
☆１９４３年学徒動員 中学生・女学生の動員

忠海高等女学校の生徒

危険な毒ガス缶運び



びらん性毒ガスによる皮膚障害
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大久野島で働いた人の９０％以上が毒ガス傷害を受けた



日本政府は大久野島毒ガス傷害者を援護せず放置した。

慢性気管支炎や癌で亡く
なる人が多い。

やっと１９５４年「ガス障害者救済のための特別措置要綱」を出した。



敗戦後７９年、毒ガス傷害者援護法は制定されていない。

被爆者援護法と同じような毒ガス傷害者援護法の制定を求めている。



現存する毒ガス工場時代の遺跡が被害・加害の歴史を伝えている。

発電場跡 煙道口跡 毒ガス研究室跡

毒ガス貯蔵庫跡 幹部用防空壕跡 検査工室跡

長浦毒ガス貯蔵庫跡 殉職碑 工場と灯台の境界のコンクリート柵



火薬庫跡 冷却用海水タンク 南部砲台跡・毒ガス貯蔵庫跡

通信壕 陶器の毒ガス製造器具 砲台跡と毒ガス貯蔵タンク台座

毒ガス貯蔵庫跡 中部砲台跡・毒ガス缶置き場 医務室跡の消火栓

遺跡を保存し、毒ガス被害・加害の歴史の継承が大切である。



毒ガス傷害者や地域住民が大久野島毒ガス資料館をオープンした。



大久野島で製造した毒ガスは国際条約に違反し戦争で使用された。

上海で毒ガスを使用している日本軍

１９３９年 中国の村を毒ガス攻撃する日本軍

↑

毒
ガ
ス
使
用
の
命
令
書

↑

一
九
八
三
年
日
本
軍
の
毒
ガ
ス

使
用
の
証
拠
資
料
を
米
国
公
文
書
館

で
発
見
し
た
新
聞
報
道



日本政府も毒ガス使用の事実を公表せず、被害者への謝罪も賠
償もしていない。

日本の国際条約違反の毒ガス使用は裁判で裁かれなかった。

しかし米国が自国の国益に反するとして裁判から外した。



敗戦時、日本は証拠隠滅で毒ガス兵器を中国に大量に遺棄した。

日本軍の遺棄毒ガス中国人被害者

遺棄した毒ガスが中国で多くの被害者を出し、現在も苦しめている。

中国国内の日本軍が遺棄した場所



大久野島や周辺に保存してあった毒ガス剤や毒ガス
兵器は敗戦後、連合軍の指示のもと処理された。

たくさんの毒ガス剤や毒ガス兵器が海洋投棄され、
一部は大久野島の島内に埋設されたままになっている。

工場の焼却
海洋投棄

防空壕へ埋設



大久野島ヒ素汚染が発覚、汚染土の除去工事が行われた。



国はヒ素除去工事終了後、大久野島の「安全宣言」を出しました。

配布された環境庁のパンフ

島内に埋められている毒ガス弾をその
ままにしての「安全宣言」は地域住民
には納得できませんでした。

埋設されたままの毒ガス弾（赤筒）の一部の写真



その後も、遺棄毒ガス兵器の残骸が相次いで発見された。

1999年８月中赤筒の
残骸３個発見

1999年３月にホテル前で
大赤筒9個発見

汚染の可能性のある毒ガス工場の跡地なども十分調査されていない。



島内に埋設されている毒ガスの完全処理と大久野島の環境汚染

の徹底的な調査を日本政府と広島県と竹原市に要請しました。

要望書は受け取っても何ら具体的な
取り組みはしてもらえなかった。



茨城県の神栖で旧日本軍の毒ガスの原料であるヒ素によ
る被害者が出てから、２００４年から大久野島の飲料水は
三原市から給水船で運んだものが使用されるようになった。

被害者Ａさんと
息子さん

大久野島に飲料水を運んでくる給水船

大久野島の環境汚染は戦後８０年
を迎える現在でも未解決である。

２０００年茨城県の神栖で毒ガスの原料の
ヒ素による被害発生した。



大久野島は戦争が終わって７８年経過した現在でも毒ガス製造による
環境汚染を抱えたままです。一度破壊された自然は元には戻りません。

２００９年に大久野島に送水する水道工事を計画したが
工事中に遺棄毒ガス弾の残骸が発見され中止になった。



戦後８０年 大久野島の毒ガスの課題は山積している。

大久野島の毒ガスによる戦争被害・加害は終わっていない。

○中国の毒ガス被害者に対する謝罪と補償
○中国に遺棄してきた化学兵器を早急に回収・処理。
○中国に遺棄してきた化学兵器による環境汚染
○大久野島毒ガス傷害者援護法の制定
○日本国内に遺棄された化学兵器の処理、
○国内に遺棄された化学兵器による環境汚染

現在、中国政府の協力を得て日本が中国に遺棄した
毒ガスの処理が行われています。



中国遺棄毒ガス被害を学ぶ旅
中国東北部訪問（１９９７年）

大久野島で製造した毒ガスが
被害を出している実態を学ぶ。

被害者李国強さんを招請（１９９８年）
広島と竹原で証言集会を開催

国境を越えた友好交流こそ平和の礎

中国遺棄毒ガス被害者と
２０年間の友好交流



２０１０年教育交流会で
大久野島毒ガスの歴史の講演

日本軍の毒ガス攻撃を受けた河北省北担村で謝罪と講演

２００４年 霊園で追悼式

２０２５年４月３日北担村の
李欣友さん宅にて交流



山内正之藤本安馬

２０１６年
大久野島の毒ガスについて証言と講演

南京大虐殺記念館での学習と友好交流

南京大虐殺70周年式典参列

2015年南京大虐殺式典参列

２007年12月13日

2004年 記念館で謝罪と追悼式



世界の人と平和に生きる

多大な命の犠牲上に生まれた日本国憲法を守ろう。
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